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問 題 

 

心的外傷後成長（Posttraumatic Growth） 

 従来，心的外傷後ストレス障害（Posttraumatic Stress 

Disorder：以下，PTSD）をはじめとして，ストレスフル

な体験がもたらすネガティブな側面に関する多くの研究

がなされてきた。一方で，ストレスフルな出来事は，そ

れを体験した人々にポジティブな変化をもたらすことが

ある。このようなポジティブな変化を表す概念は複数存

在するが，最も代表的なものとして心的外傷後成長

（Posttraumatic Growth：以下，PTG）（Tedeschi & Calhoun, 

1996）が挙げられる。 

PTGとは，「危機的な出来事や困難な経験との精神的

なもがきや奮闘の結果生じるポジティブな心理的変容」

と定義される（宅，2010；Tedeschi & Calhoun, 1996）。

Tedeschi & Calhoun（1996）は，PTGを測定する「外傷後成

長尺度（Posttraumatic Growth Inventory：以下，PTGI）」を

開発し，①他者との関係，②人間としての強さ，③新た

な可能性，④精神性的（スピリチュアルな）変容（以下，

精神性的変容），⑤人生に対する感謝の5因子をPTGの

中核として抽出した（Calhoun & Tedeschi, 2006 宅・清水訳 

2014）。 

先述の通り，PTGは心的外傷後成長を意味するもので

あり，文字通りとらえると心的外傷，すなわちトラウマ

を引き起こすような出来事がきっかけとなって生じる成

長を指す（宅，2014）。しかし，PTG のきっかけは狭義

のトラウマに限定されず（宅，2016），様々な出来事や

経験が該当し得る。例えば，Losavio et al.（2011）は日常

的なストレスによっても成長が生じることを明らかにし

ている。一方で，飯村（2016）は，本邦のPTG研究にお

いて，死別以外のストレス体験に焦点をあてた研究知見

が不十分であることを指摘している。 

 以上のような PTG の存在は，必ずしも直接的に well-

being を増したり，苦悩を減じたりするものではない

（Calhoun & Tedeschi, 2006 宅・清水訳 2014）が，一方で，

新たな困難に立ち向かうための心的準備性（Janoff-

Bulman, 2004）や自分らしさの形成，社会全体としての希

望（宅，2014）につながる可能性がある。さらに，近藤

（2012）が「長い年月をかけたもがきと苦しみの中での

格闘の日々があることは間違いないが，未来に希望がな

いわけではないということを示したい」と述べているよ

うに，PTGの存在はストレスフルな体験に苦しむ人々に

とっての希望となる可能性があるといえる。 

 

PTGに影響を与える要因 

 先行研究から，様々な要因がPTGに関連することが示

されている。本研究では，それらの要因の中から被受容

感と自尊感情に着目する。 

被受容感とは「自分を支えてくれる他者の存在を感じ，

自分は他者から一定の理解や暖かさ，承認をもって大切

に扱われ，支えられているという認識と情緒」（杉山，

2002）を指す。岩本（2016）は，危機的体験時の他者か

らの受容感が，危機的体験を通した自己成長感へ直接的

に，また意味の付与を媒介して間接的に影響を与えるこ

とを示唆している。さらに，ネガティブな経験に対して

「自分を成長させてくれた」と意味づけている者は，

「過去・現在・未来にわたってネガティブな経験から否

定的な影響を受け続ける」と意味づけている者よりも他

者からの支えを感じていることが示されている（松下，

2007）。以上のことから，被受容感はPTGに影響を与え

る要因であると推測される。 

続いて，被受容感およびPTGに影響を与える要因とし

て，自尊感情に注目する。自尊感情の定義は研究者によ

って様々であるが，本研究では，複数の先行研究に基づ
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き「自己に対する肯定的な見方や価値ある存在としての

感覚」（岡田・小塩・茂垣・脇田・並川，2015）として

自尊感情を定義する。自尊感情に影響を与える要因の 1

つに，ソーシャルサポートが挙げられる。例えば， Zhao, 

Kong, & Wang（2013）やZhou, Wu, & Zhen（2018）は，ソー

シャルサポートの知覚が自尊感情を高めることを明らか

にしている。 

ここで，ソーシャルサポートを受けた者が抱く感覚と

して，先に述べた被受容感が想定される（石原，

2013）。先行研究では，知覚されたサポート（城，

2012）や受領されたサポート（近江・田名場・田名場，

2004）が被受容感を高める一要因となることが明らか

にされている。つまり，ソーシャルサポートの知覚およ

び受領が自尊感情と正の関連を示すのであれば，ソーシ

ャルサポートによって生じる被受容感と自尊感情との間

にも正の関連性があると推測される。実際に，被受容感

の低さが自尊感情を低下させること（杉山，2002）や被

受容感が自尊感情や肯定的な自己スキーマと正の関係を

示すこと（小林・大久保，2020；岡田，2011）が報告さ

れている。さらに，滑川・横田（2008）は縦断研究デ

ザインによる検討から，被受容感が，時間を隔てても自

尊感情に影響を及ぼすことを示している。なお，これま

でに「他者に疎まれる，嫌がられる，といった対人関係

の心細さ」を表す概念である被拒絶感（杉山・坂本，

2006）も，自尊感情（櫻井，2014）や受領したソーシャ

ルサポート（中野・稲谷，2008）と関連することが明ら

かにされている。そこで，本研究では，被受容感と併せ

て被拒絶感もPTGおよび自尊感情に関連する要因として

検討していくこととする。 

また，自尊感情は， PTGを予測する重要な要因となる

可能性があるため，複数の先行研究で取り上げられてい

る。例えば，Taku  & Britton（2018）によれば，自尊感情

の高さがPTGを経験する可能性を高める。加えて，Zhou, 

Wu, & Zhen（2018）は，ソーシャルサポートが自尊感情

を高め，希望を介してPTGを促進することを示唆してい

る。一方で，自尊感情と成長には有意な関連がないこと

（Abraido-Lanza, Guiter & Colon, 1998；King, Scollon, Ramsey, & 

Williams, 2000）や，自尊感情と成長が負の相関関係にあ

ること（Ben-Ari, Shlomo, & Findler，2012）も報告されてい

る。このように，自尊感情とPTGの関連に着目した研究

は多数あるものの，未だ一貫した知見が得られていない。

また，従来のPTG研究は成人に主な関心が置かれてきた

ため，得られた結果は必ずしも青年に当てはまらない可

能性がある（Taku & Britton，2018）。 

これまでの研究で明らかにされてきた被受容感と自尊

感情，および自尊感情とPTGとの関連を考慮すると，ネ

ガティブな経験後の被受容感が，自尊感情と正の関連を

示し，さらに，その自尊感情がPTGと正の関連を示す可

能性があると推測される。しかしながら，これまでに他

者からの受容感とPTG，自尊感情とPTGについての検討

はそれぞれなされてきたものの，被受容感とPTGにおい

て，自尊感情を媒介とする間接的な関連を仮定した検討

は行われていない。 

 

傷つき経験 

 多くの人が経験しやすいネガティブな体験として，傷

つき経験がある。傷つき経験とは，「主として，親しい

他者からの意図的・無意図的な言語的攻撃や関係性攻撃

を受ける中で，『他者との関係性の中で自分は相手から

低く評価されているという知覚』から生じる傷つき感情

が核となる体験」を指す（小田部・加藤・丸野，

2009a）。言語的攻撃とは，悪口を言う，からかうなど

の直接的な言語による攻撃のことであり，心理的ダメー

ジを与えることを目的として自己概念に攻撃するという

特徴を持つ（Poling, Smith, Taylor, & Worth, 2019）。一方で，

関係性攻撃は，Crick et al.（1999）によって「受容関係や

受容感，友人関係，または集団への仲間入りに危害を加

えること（またはその脅し）によって，他者を傷つける

行動」（磯部，2001）と定義されており，仲間外れや無

視などが含まれる。このような傷つき経験によって生じ

る心の傷は「日常型心の傷」（小田部，2008）と呼ばれ，

従来の心理学研究において「心の傷」の中心として扱わ

れてきた「トラウマ」と区別される。 

小田部・加藤・丸野（2009b）によれば，「トラウマ」

と「日常型心の傷」とは大きな差異性をもちながらも，

同じメカニズムで説明可能な類似性をもっており，それ

らが位置づけられ整理されることによって，「日常型心

の傷」の理解とケアに関して「トラウマ」研究から得ら

れている知見やそこでの理論を利用あるいは援用したり，

また逆に「日常型心の傷」研究から得られた知見を踏ま

えて，幅広い視点から「トラウマ」研究を捉え直すこと

が可能になるとされている。そこで，「日常型心の傷」

という概念の整理が，日常的に心が傷つく経験から得ら

れるPTGを検討する研究の発展につながる可能性がある
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と述べている（小田部他，2009b）。さらに，傷つき経

験の長期的影響としてポジティブな影響が報告されてい

る（小田部他，2009a）ことから，傷つき経験は PTG の

きっかけとなることが推測される。しかしながら，傷つ

き経験を契機としたPTGに関する数量的な検討はこれま

でにほとんどなされていない。そこで，本研究ではPTG

のきっかけとして中学時代の傷つき経験に着目する。中

学時代に着目する理由は，中学時代が小学校や高校と比

べて言語的攻撃や関係性攻撃が顕著に現れる時期であり

（秦，1990；Teicher, Samson, Sheu, Polcari, & McGreenery，

2010），中学時代の傷つき経験はその後の心理状態や対

人関係に特に大きな影響を及ぼす可能性がある（小田部，

2011；Teicher et al., 2010）ためである。また，実質的なポ

ジティブな変化は，成長につながる対処や認知的処理が

可能になるための十分な時間が経た後にこそ起こりやす

いこと（Calhoun & Tedeschi, 2006 宅・清水訳 2014）を踏ま

え，本研究では大学生を対象に，中学時代の傷つき経験

の回想を求め，PTG の検討を行う。小田部他（2009a）

によれば，アイデンティティの形成が重要な課題の 1つ

である青年期において，傷つき経験の記憶は自己のヒス

トリー構成過程における重大な準拠点となり得る。また，

山田（2004）は，過去の経験に対する現在における意味

づけについて，「苦しかったからこそそれを乗り越えて

得たものが個人の自己形成にとって重要な意味を果たし

ていることが推察される」と述べている。このように，

青年期において過去の傷つき経験をどのように捉えるか

ということは発達的視点からも重要であると考えられる。 

以上の議論を踏まえ，本研究では，次の仮説について

検討を行う（Figure 1）。第一に，傷つき経験後の被受容

感の高さが直接的にPTGと正の関連を示す。第二に，傷

つき経験後の被受容感の高さが，自尊感情の高さを介し

て間接的にPTGと正の関連を示す。なお，先行研究では，

関係性攻撃被害による否定的な影響は，言語的攻撃被害

による影響に比べて大きいことが明らかにされている

（小田部他，2009a）。加えて，ストレスの程度によっ

て PTG の実感が異なること（Park, Cohen, & Murch, 1996；

Tedeschi & Calhoun, 1996），PTG の発生メカニズムがスト

レス体験領域によって異なること（宅，2005；Tedeschi & 

Calhoun，2004）を踏まえると，諸変数間の関連が傷つき

経験の内容によって異なることは十分に考えられる。そ

こで本研究では，傷つき経験を関係性攻撃と言語的攻撃

に分類し，多母集団同時分析によって，傷つき経験の内

容間で諸変数間の関連が異なるかどうかについても検討

する。 

 

目 的 

 

 

 

Figure 1 本研究における仮説モデル 

 

本研究では，「傷つき経験後の被受容感の高さが直接

的に，または自尊感情の高さを媒介して間接的にPTGの

高さへと関連する」という仮説モデル（Figure 1）に基づ

き，大学生を対象に，被受容感と自尊感情および中学時

代の傷つき経験を契機とするPTGの関連を検討する。さ

らに，上記の仮説モデルについて，傷つき経験の内容に

よる差の観点からも検討する。 

 

方 法 

 

予備調査として，先行研究から日常的な傷つき経験の

事例収集および傷つき経験のカテゴリー分類を実施した。

先行研究（Leary, Springer, Negel, Ansell & Evans, 1998；永井，

2018；小田部他，2009a）を参考に，傷つき経験を「日常

的な対人関係において，他者からの意図的・無意図的な

言語的攻撃や関係性攻撃を受ける中で，『他者との関係

性の中で自分は相手から不当に低く評価されている』と

いう知覚による傷つき感情を生じさせる経験」と定義し，

従来の傷つき経験および対人場面でのネガティブな体験

に関する 7 文献（橋本，2003；堀田・杉江，2015；森田，

2011；永井，2018；近江他，2004；小田部，2008；小田

部他，2009a）から，定義に適合する 40 事例を収集した。

なお，本研究では，過去の対人関係における傷つき経験

を扱うため，収集された 40 事例の語尾をすべて過去形

に変更した。そのうえで，心理学を専門とする大学教員

1名と心理学を専攻する学生 4名でKJ法（川喜田，1967）

をもとにした分析を行った結果，「拒絶」「裏切り」

「不公平な扱い」の 3つのサブカテゴリーからなる【関

係性攻撃】と「不当な扱い」「不信」「誹謗・非難」の

ウマ
PTG

ウマ傷つき経験後の

被受容感

ウマ
自尊感情
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3 つのサブカテゴリーからなる【言語的攻撃】の 2 カテ

ゴリーに分類された。 

 

調査時期および調査協力者 

 2021年 11月 17日から 12月 8日にかけて，大学生 267

名（男性118名，女性145名，その他4名，平均年齢20.73

歳，SD＝1.28）を対象に，調査を実施した。 

 

手続き 

 Google フォームを用いた無記名式の Web 調査を実施

した。なお，倫理的配慮という観点から，調査の際，次

のことに細心の注意を払った。①調査への協力が自由意

志であること，および回答の回避・中止が可能であるこ

と，②個人情報が保護されること，③回答は研究以外の

目的に使用しないこと，④研究終了後は個人の回答を調

査者が責任をもって処分することを説明した。特に，⑤

回答中に嫌な気持ちになりそうな場合などはいつでも回

答を中止してよいことを強調した。その上で，研究協力

への同意が得られた者を対象に回答を求めた。 

 

Web調査の構成 

①フェイスシート 

 性別と年齢について回答を求めた。 

②傷つき経験の有無を問う項目 

 予備調査で分類された 6つのサブカテゴリーの傷つき

経験について，それぞれ経験の有無を尋ねた。なお，

Crick & Grotpeter（1995）が示した関係性攻撃の代表例，

小田部他（2009a）が提示した7分類の具体例および各攻

撃行動の定義と，本研究で収集された事例を照らし合わ

せ，各サブカテゴリーに対して，代表的な 2つの具体例

を示した（Table 1）。続いて，PTGIの回答にあたっては，

1 つの出来事に特定してもらう必要があるため（宅，

2021），小田部他（2009a）に倣い，複数の出来事を経験

したことがある者には，それらの中で最も傷ついたと感

じるものを1つ選択するよう求めた。 

③被受容感・被拒絶感尺度 

 杉山・坂本（2006）によって作成された尺度であり，

「被受容感」（8項目）と「被拒絶感」（8項目）の2つ

の下位尺度（全16項目5件法）から構成され，信頼性お

よび妥当性が十分に確認されている。本研究では，傷つ

き経験後の過去の状況について尋ねるため，項目の語尾

をすべて過去形に変更した。  

Table 1 傷つき経験のカテゴリーおよび例示 

 

a. 拒絶された（例：仲間外れにされた，無視され

た） 

b. 裏切られた（例：約束を破られた，自分の知らな

いところで話が進んでいた） 

c. 誹謗や非難を受けた（例：嫌なことを言われた，

欠点や失敗を指摘された） 

d. 信じてもらえなかった（例：自分が悪くないこと

を自分のせいにされた，信頼されなかった） 

e. 不当な扱いを受けた（例：からかわれた，表面的

な判断をされた） 

f. 不公平な扱いを受けた（例：他の人と比較され

た，他の人と違う扱いを受けた） 

 

④日本語版Rosenberg Self Esteem Scale 

Rosenberg Self Esteem Scale（Rosenberg，1965）の日本語版

（以下，自尊感情尺度）（Mimura & Griffiths，2007）であ

る。原版同様の単因子構造（全10項目4件法）であり，

信頼性および妥当性が十分に確認されている。 

⑤日本語版外傷後の成長尺度 

Tedeschi & Calhoun（1996）によって開発された PTGI の

日本語版（Japanese version of the Posttraumatic Growth Inventory：

以下，PTGI-J）（Taku et al.，2007）である。PTGIは「他者

との関係」（7 項目），「新たな可能性」（5 項目），

「人間としての強さ」（4項目），「精神性的変容」（2

項目），「人生に対する感謝」（3 項目）の 5 下位尺度

（全21項目6件法）から構成される。日本語版作成時に

は「精神性的変容」と「人生に対する感謝」が分離され

ず，18 項目 4 因子構造が確認されている（Taku et al.，

2007）。しかし，Hirooka, Fukahori, Taku, Togari & Ogawa

（2018）が再びPTGI-Jの因子構造を検討した結果，21項

目 5因子構造が確認され，因子に基づき構成された各下

位尺度は，十分な内的整合性を有することも確認されて

いるため，本研究では21項目5下位尺度を採用した。 

 

結 果 

 

中学時代の傷つき経験の有無 

有効回答者 267 名中 209 名（78.28％）が中学時代に 1

つ以上の傷つき経験があると回答した。特定された 1つ

の傷つき経験の内容は，「拒絶」が 53 名（25.36%），

「裏切り」が 45名（21.53％），「誹謗・非難」が 49名

（23.44％），「不信」が 31 名（14.83％），「不当な扱
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い」が 16 名（7.66％），「不公平な扱い」が 15 名

（7.18％）であった。すなわち，他者から攻撃を受けた

経験（以下，被攻撃）の関係性攻撃タイプが 113 名

（54.07％），言語的攻撃タイプが 96 名（45.93％）であ

った。以降の分析では，209名のデータを扱った。 

 

各尺度における被攻撃タイプ別の差 

まず，被受容感・被拒絶感尺度の下位尺度得点，自尊

感情尺度得点，PTGI-J の下位尺度得点の記述統計量と α

係数を算出したものをTable 2に示す。続いて，各尺度得

点における被攻撃タイプ別の差を検討するために t 検定

を行った（Table 2）。その結果，PTGI-Jの「他者との関係」

（t(207) = -2.84, p<.01），「新たな可能性」（t(207) = -2.96, 

p<.01），「人間としての強さ」（t(207) = -3.32, p<.001），

「人生に対する感謝」（t(207) = -2.58, p<.05）の得点において，

関係性攻撃タイプが言語的攻撃タイプよりも有意に高い

ことが示された。 

 

各尺度間のパス解析モデル 

仮説モデルを検討するために，共分散構造分析による

パス解析を行った。なお，各尺度間においてPearsonの積

率相関係数を求めたところ，「被受容感」と「被拒絶

感」，PTGI-J のすべての下位尺度の間に有意な相関が見

られたため，「被受容感」と「被拒絶感」の間および

PTGI-J の下位尺度の誤差変数間に共分散を仮定した。そ

のうえで，「被受容感」「被拒絶感」から「自尊感情」

およびPTGI-Jの各下位尺度へのパスと，「自尊感情」か

らPTGI-Jの各下位尺度へのパスがすべてある場合のパス

解析を行った。続いて，5％水準で有意でないパスを削

除した結果，Figure 2のようなモデルが得られた。 

モデルのパス係数（β）は，「被受容感」から「自尊

感情」（β=.20, p<.01），「他者との関係」（β=.28, 

p<.001），「新たな可能性」（β=.20, p<.01），「人間とし

ての強さ」（β=.20, p<.01），「精神性的変容」（β=.18, 

p<.01），「人生に対する感謝」（β=.17, p<.05）への正の

パスが確認された。「被拒絶感」からは「自尊感情」へ

の負のパス（β=-.30, p<.001），「新たな可能性」への正

のパス（β=.13, p<.01）が確認された。「自尊感情」から

は「新たな可能性」（β=.19, p<.001），「人間としての強

さ」（β=.25, p<.001），「人生に対する感謝」（β=.11, 

p<.05）への正のパスが確認された。 

さらに，「自尊感情」の間接効果についての有意性を

検討するため，ブートストラップ法（標本数2000）を用

いてバイアス修正済み95％信頼区間（CI）を算出した。

その結果，「新たな可能性」「人間としての強さ」「人

生に対する感謝」への標準化間接効果はそれぞれ，.04

（95％CI：.01-.09），.05（95％CI：.01-.11），.02（95％

CI：.00-.06）であり，いずれにおいても 5％水準で有意で

あった。 

 

Table 2 各尺度の記述統計量と被攻撃タイプ別の差 

 

  全体（n=209） 関係性攻撃（n=113） 言語的攻撃（n=96） 
ｔ 

  M SD α M SD M SD 

被受容感・被拒絶感尺度         

 被受容感 30.26 6.15 .91 30.75 5.85 29.68 6.46 -1.26 

 被拒絶感 18.96 8.31 .89 17.73 6.80 18.22 5.16 0.55 

自尊感情尺度         

 自尊感情 25.09 5.12 .84 25.37 5.10 24.76 5.16 -0.86 

PTGI-J         

 他者との関係 16.93 8.31 .89 18.40 7.99 15.18 8.37 -2.84** 

 新たな可能性 11.32 6.41 .88 12.51 6.52 9.92 6.03 -2.96** 

 人間としての強さ 9.40 4.98 .84 10.43 4.78 8.19 4.97 -3.32*** 

 精神性的変容 1.82 2.17 .77    2.01 2.35 1.60 1.92 -1.35 

 人生に対する感謝 6.33 4.00 .64    6.98 3.96 5.57 3.93 -2.58* 

*p<.05 ，**p<.01 ，***p<.001 
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*p<.05 ，**p<.01 ，***p<.001 

χ²(6)=14.823(p<.05)，GFI=.983，AGFI=.898，CFI=.990，RMSEA=.084 

注）図が煩雑になることを防ぐため，誤差変数，外生変数間およ

び内生変数の誤差変数間の共分散は省略した。 

 

Figure 2 被受容感・被拒絶感および自尊感情とPTGと

の関連に関するモデル 

 

 

*p<.05 ，**p<.01 ，***p<.001 

χ²(34)=41.432(n.s.)，GFI=.953，AGFI=.900，CFI=.992，RMSEA=.032 

注）決定係数の値は関係性攻撃タイプ／言語的攻撃タイプの順に

記載した。 

図が煩雑になることを防ぐため，誤差変数，外生変数間およ

び内生変数間の誤差変数間の共分散は省略した。 

パス係数の値と共分散および誤差分散には等値制約を課した。 

 

Figure 3 多母集団同時分析の結果 

 

モデルの適合度指標は χ²(6)=14.823(p<.05)，GFI=.983，

AGFI=.898，CFI=.990，RMSEA=.084 であり，モデルはデ

ータに概ね適合していることが示された。Figure 2にパス

の標準化推定値を示し，決定係数の値を長方形の端に添

えた。 

さらに，小田部（2009a）のように，各攻撃形態によ

って心理的影響が異なるという指摘もあるため，仮説モ

デルについて，被攻撃タイプによる差が見られるかを検

討するために，多母集団同時分析による検討を行った。

全標本から得られたモデルをもとに，関係性攻撃タイプ，

言語的攻撃タイプに分けて，多母集団同時分析を行い，

パラメータ間の有意差について検討したところ，「被受

容感」から「人生に対する感謝」において，検定統計量

は-1.99であった。絶対値が 1.96以上であることから，言

語的攻撃タイプよりも関係性攻撃タイプにおけるパス係

数が有意に大きいことが示された（p<.05）。 

そこで，「群間で制約を課さないモデル」「『被受容

感』から『人生に対する感謝』にのみ制約を課さないモ

デル」「全てのパス係数，共分散，誤差変数間に等値制

約を課すモデル」の 3つについて，モデル適合の比較を

行った。その結果，AIC は順に，143.501，117.933，

117.432であり，「全てのパス係数，共分散，誤差変数間

に等値制約を課すモデル」が最もモデルに適合していた

ため，このモデルを採用した。このモデルは，被攻撃タ

イプ間で諸変数間の関連性が等しいことを意味する。 

モデルのパス係数（b）は，「被受容感」から「自尊

感情」（b=.17, p<.01），「他者との関係」（b=.36, 

p<.001），「新たな可能性」（b=.18, p<.01），「人間とし

ての強さ」（b=.14, p<.01），「精神性的変容」（b=.06, 

p<.01），「人生に対する感謝」（b=.09, p<.05）への正の

パスが確認された。「被拒絶感」からは「自尊感情」へ

の負のパス（b=-.24, p<.001），「新たな可能性」への正

のパス（b=.14, p<.001）が確認された。「自尊感情」から

は「新たな可能性」（b=.23, p<.001），「人間としての強

さ」（b=.24, p<.001），「人生に対する感謝」（b=.09, 

p<.01）への正のパスが確認された。 

続いて，「自尊感情」の間接効果についての有意性を

検討するため，ブートストラップ法（標本数2000）を用

いてバイアス修正済み95％信頼区間（CI）を算出した。

その結果，関係性攻撃タイプにおいて，「新たな可能性」

「人間としての強さ」「人生に対する感謝」への標準化

間接効果はそれぞれ，.04（95％CI：.01-.08），.05（95％

CI：.01-.12），.02（95％CI：.00-.06）であった。言語的攻

撃タイプにおける「新たな可能性」「人間としての強さ」

「人生に対する感謝」への標準化間接効果はそれぞ

れ，.05（95％CI：.01-.10），.06（95％CI：.01-.13），.03

（95％CI：.00-.07）であり，いずれにおいても 5％水準で

【被受容感・被拒絶感尺度】【自尊感情尺度】    【PTGI-J】
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有意であった。 

モデル適合度は χ²(34)=41.432(n.s.)，GFI=.953，AGFI=.900，

CFI=.992，RMSEA=.032であり，十分な適合が確認された。

採用したモデルの非標準化推定値を Figure 3 に示し，決

定係数の値を長方形の端に添えた。 

 

考 察 

 

本研究では，傷つき経験後の被受容感と自尊感情，お

よび傷つき経験を契機とするPTGとの関連を検討するこ

とを目的とした。加えて，上記の関連について，被攻撃

タイプによる差がみられるかを検討した。 

はじめに，各変数における被攻撃タイプ別の差につい

て，「他者との関係」「新たな可能性」「人間としての

強さ」「人生に対する感謝」における関係性攻撃タイプ

の得点が言語的攻撃タイプの得点よりも有意に高いとい

う結果が得られた。このことから，関係性攻撃による傷

つき経験を持つ者は，言語的攻撃による傷つき経験を持

つ者に比べてPTGを強く実感していることが推察される。 

このような結果が得られた要因として，各攻撃タイプに

よる影響の差が考えられる。先行研究では，ストレスの

程度が高いほど成長の程度も高いことが示されている

（Park et al., 1996；Tedeschi & Calhoun, 1996）。また，小田部

他（2009a）によると，関係性攻撃による傷つきの程度

は言語的攻撃よりも高い。すなわち，関係性攻撃タイプ

の傷つき経験は，言語的攻撃タイプの傷つき経験に比べ

て強いストレスを伴う可能性があり，経験時に感じたス

トレスの程度の差がPTGの実感の程度に関連した可能性

があると考えられる。 

続いて，共分散構造分析によるパス解析を行ったとこ

ろ，以下のような結果が得られ，仮説は概ね支持された。 

まず，「被受容感」が「自尊感情」と正の関連を示し，

反対に「被拒絶感」が「自尊感情」と負の関連を示し，

従来の研究（滑川・横田，2008；岡田，2011；杉山，

2002）と一致する結果が得られた。 

また，「被受容感」から「他者との関係」「新たな可

能性」「人間としての強さ」「精神性的変容」「人生に

対する感謝」への直接効果，および「自尊感情」を介し

た「新たな可能性」「人間としての強さ」「人生に対す

る感謝」への間接効果が確認された。 

このように，直接効果から「被受容感」は 5領域すべ

てのPTGと正の関連を示すことが明らかになった。これ

らの結果は，他者からの受容感と，危機的体験を通じた

自己成長感との関連を検討した岩本（2016）や，ネガテ

ィブな経験を肯定的に意味づけている者ほど他者からの

支えを感じていることを示した松下（2007）の知見と一

致する結果であり，本研究においても，ネガティブな体

験からの肯定的な変化の過程に「被受容感」が関連して

いることが示された。また，「自尊感情」を介した「新

たな可能性」「人間としての強さ」「人生に対する感謝」

への間接効果から，「被受容感」は「自尊感情」を介し

ても，PTGと正の関連を示すことが明らかになった。こ

れは，ソーシャルサポートが「自尊感情」を上昇させ，

希望を介してPTGを促進することを明らかにしたZhou et 

al.（2018）の知見と類似する結果であった。 

一方で，「自尊感情」を介した「被受容感」の間接効

果は，「新たな可能性」「人間としての強さ」「人生に

対する感謝」の 3領域においてのみ確認された。Calhoun 

& Tedeschi（2006 宅・清水訳 2014）によれば，PTGIで測定

される 5領域のポジティブな変化は必ずしも同一の過程

を経て得られるものではなく，それぞれ別々の心理的過

程を経て得られると考えられている。本研究の結果から

も，各領域におけるPTGが異なる過程を経て得られる可

能性が示唆された。 

 次に，「被拒絶感」が「新たな可能性」の領域におけ

るPTGと正の関連を示した。これは，他者からの受容感

が危機的体験を通じた自己成長感と正の関連を示す（岩

本，2016）という知見と照らし合わせると，予想外の結

果であった。このような結果が得られた理由として，

「被拒絶感」によって生じるネガティブな感情反応が関

連している可能性がある。小林・大久保（2020）によれ

ば，「被拒絶感」はネガティブな自己／他者スキーマを

高める。上條・湯川（2016）は，ネガティブ感情である

悔恨によって，PTGの生起要因として重要な出来事に対

する意図的熟考が促進されることを明らかにしている。

悔恨は自分の行動や自分自身を否定的に評価したときに

生じることから（上條・湯川，2016），「被拒絶感」に

よってネガティブな自己スキーマが高まった際にも生じ

る可能性があると推測される。したがって，今後は「被

拒絶感」とPTGを媒介する要因にも焦点を当て，PTGの

生起メカニズムを詳細に検討する必要があると考えられ

る。 

 続いて，本研究では，多母集団同時分析を用いて，被

攻撃タイプによる諸変数間の関連を比較検討した。その
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結果，関係性攻撃タイプと言語的攻撃タイプで，パス係

数に等値制約を課したモデルが最もデータに適合してい

た。このことから，「被受容感」「被拒絶感」および

「自尊感情」とPTGの関連の仕方は被攻撃タイプによっ

て変わらないことが示された。これまでに， PTGの発生

メカニズムはストレス体験の領域によって異なること

（宅，2005；Tedeschi & Calhoun，2004）が明らかにされて

いる。本研究で着目した関係性攻撃と言語的攻撃による

傷つき経験は，体験の性質やその後の心理的影響は異な

るものの，ともに対人関係上のストレス体験であるとい

う点で共通している。したがって，今後は，より多様な

ストレス体験間における被受容感・被拒絶感，自尊感情，

PTGの関連について比較検討することが求められる。 

 

まとめと今後の課題 

 

本研究の結果から，日常的な対人場面での傷つき経験

を成長へとつなげていくために，経験後の「被受容感」

を高める関わりが重要であると考えられる。例えば，近

江他（2004）は大学生の「被受容感」を高める出来事と

して，自分が悩んだり困ったりしたときに力を貸しても

らうことや他者に頼りにされること，居場所があること

などを明らかにしている。また，5領域の PTGと「被受

容感」「自尊感情」についてそれぞれ異なる関連が示さ

れたことから，今後は各領域に対して異なるモデルの開

発が必要であると考えられる。 

最後に，本研究の課題として以下の 3点が挙げられる。 

第 1に，本研究では傷つき経験がもたらすポジティブ

な側面としてPTGのみに着目したが，同時に傷つき経験

がもたらす否定的な側面にも着目する必要がある。本研

究では検討していないが，傷つき経験は，長期的に見た

場合の様々な心理的不適応を引き起こすことが明らかに

されている（小田部，2008；小田部他，2009a）。武井・

嶋田・鈴木（2011）はポジティブな捉え方とネガティブ

な捉え方は一次元の両極ではなく，独立して存在するこ

とを示唆しており，ポジティブな側面とネガティブな側

面の両方を認識できるようになることが回復と関係して

いる可能性があると述べている。そのため，成長のプロ

セスをより詳細に検討するためには，PTGと同時にネガ

ティブな側面にも着目する必要があると考えられる。 

第 2に，本研究で収集されたデータは，回顧的な手法

を用いた横断調査に基づくものであり，過去の傷つき経

験やその後の状況について当時の実態を反映できている

とは限らない。したがって，今後は追跡法による縦断研

究を行い，傷つき経験の実態をより正確に把握した上で

その影響について検討する必要がある。 

第 3に，全体的にパス係数および決定係数の値は小さ

かったため，傷つき経験後の被受容感および自尊感情が

PTGに与える影響は大きくない可能性がある。そのため，

今後はPTGに影響を与える他の要因に着目し，さらなる

検討を行う必要がある。 
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